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一
、
は
じ
め
に

『

唐
詩
選』

の
注
釈
書
と
し
て
名
高
い

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
、
服
部
南
郭

(

一
六
八
三
〜
一
七
五
九)

の
没
後
三
十
年
近
く
を
経
て
か

ら
、
彼
と
代
々
交
流
の
あ
っ
た
江
戸
書
肆
・
嵩
山
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
明
和
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
京
都

の
文
林
軒
に
よ
る

『

唐
詩
国
字
辯』

や
江
戸
の
潜
龍
堂
に
よ
る

『

唐
詩
選
諺
解』

な
ど
と
体
裁
や
注
の
内
容
が
酷
似
し
、
且
つ
南
郭
ら

し
く
な
い
初
歩
的
な
誤
り
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
信
憑
性
が
疑
わ
れ
て
き
た

(

１)

。
ま
た
、
こ
の
講
義
録
を
記
し
た
南
郭
の

門
人
・
林
元
圭
な
る
人
物
に
つ
い
て
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。『

唐
詩
選
国
字
解』

出
版
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
嵩
山
房
の
主
人
・

小
林
新
兵
衛
高
英
が
記
し
た
寛
政
三
年

(

一
七
九
一)

四
月
の

｢

唐
詩
選
国
字
解
序｣

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

自
有
南
郭
先
生
、
而
世
知
有

『

唐
詩
選』

。
然
而
初
學
之
人
苦
不
能
得
其
解
。
北
越
林
玄マ

マ

圭
氏
毎
聽
先
生
之
講
此
書
、
隨
而
記
其

言
、
積
爲
數
巻
。
而
將
歸
郷
、
謂
先
人
曰
、｢

先
生
常
曰
、
詩
之
義
因
泛
然
。
故
人
欲
頼
注
釋
而
解
之
、
而
竟
失
其
本
根
。
是
所

以
悪
詩
之
有
解
也
。
雖
然
寒
郷
無
詩
友
。
且
初
學
未
有
所
聞
者
、
無
解
則
何
因
得
逆
作
者
之
意
哉
。
故
我
欲
公
之
、
悉
與
吾
子
。

吾
子
謀
之
。｣

先
人
受
而
藏
焉
。
天
明
壬
寅
歳
、
請
縣
官
、
蒙
許
梓
行
。
因
以
玄マ

マ

圭
氏
所
名
之
國
字
解
爲
題
。
刻
既
成
矣
。
無
幾

罹
災
。
故
重
刻
之
。

南
郭
先
生
有
り
て
よ
り
、
世

『

唐
詩
選』

有
る
を
知
る
。
然
る
に
初
学
の
人

其
の
解
を
得
る
能
は
ざ
る
こ
と
を
苦
し
む
。
北

越
の
林
元
圭
氏

先
生
の
此
の
書
を
講
ず
る
を
聴
く
ご
と
に
、
随
ひ
て
其
の
言
を
記
し
、
積
み
て
数
巻
と
為
す
。
而
し
て
将
に

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
天
明
二
年
初
版

『

唐
詩
選
国
字
解』

に
つ
い
て
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帰
郷
せ
ん
と
し
て
、
先
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、｢

先
生

常か
つ

て
、
詩
の
義

泛
然
た
る
に
因
れ
り
。
故
に
人

注
釈
を
頼
み
て
之
を
解

せ
ん
と
欲
し
、
竟
に
其
の
本
根
を
失
ふ
。
是
れ
詩
の
解
有
る
を
悪に

く

む
所
以
な
り
と
曰い

へ
り
。
然
り
と
雖
も
寒
郷
に
詩
友
無
し
。

且
つ
初
学
の
未
だ
聞
く
所
有
ら
ざ
る
者

解
無
く
ん
ば
則
ち
何
に
因
り
て
か
作
者
の
意
に
逆む

か

ふ
を
得
ん
や
。
故
に
我

之
を
公
に

せ
ん
と
欲
す
。
悉
く
吾
子
に
与
へ
ん
。
吾
子

之
を
謀
れ｣

と
。
先
人

受
け
て
焉こ

こ

に
蔵
む
。
天
明
壬
寅
の
歳

(

二
年
、
一
七
八
二)

、

県
官
に
請
ひ
て
、
梓
行
を
許
さ
る
る
こ
と
を
蒙
る
。
因
り
て
元
圭
氏

名
づ
く
る
所
の

『

国
字
解』

を
以
て
題
と
為
す
。
刻

既

に
成
れ
り
。
幾
ば
く
も
無
く
し
て
罹
災
す
。
故
に
重
ね
て
之
を
刻
す
。

四
代
目
店
主
・
高
英
が
家
業
を
継
い
だ
の
が
天
明
七
年

(

一
七
八
七)

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
代
・
裕
之
が
林
元
圭
よ
り

南
郭
の
講
義
録
を
受
贈
し
、
天
明
二
年
に
初
版
が
完
成
し
た
が
、
火
災
で
版
木
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
寛
政
三
年
に
改
め
て
彫

り
直
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
巷
間
で
見
か
け
る

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
、
こ
の
序
文
を
附
し
た
所
謂
寛
政
三
年
六
月
版
、
或

い
は
文
化
十
一
年

(

一
八
一
四)

六
月
版

(

２)

、
明
治
十
五
年

(

一
八
七
八)

六
月
八
日
版

(

以
後
、
こ
れ
ら
を
通
行
本
と
称
す
る)

で
あ
り
、

天
明
二
年
の
初
版
本
を
目
に
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
日
野
龍
夫
氏
も

｢

天
明
二
年
の
初
版
は
、
実
際
に
は
印
刷
・
売
出
し
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(

３)

。
筆
者
も
高
英
の
述
べ
る
天
明
二
年
本
の
存
在
自
体
を
疑
っ
て
い
た
。『

済
帳

標
目』

等
を
手
が
か
り
に
嵩
山
房
と
文
林
軒
と
の

『

唐
詩
選』

を
め
ぐ
る
版
権
争
い
を
調
べ
る
と
、
天
明
四
年
に
文
林
軒
よ
り

『

唐
詩

選
解』

の
没
収
、
寛
政
二
年
に
両
者
の
連
名
に
よ
る

『
唐
詩
選
辨
蒙』

の
共
同
出
版
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
の
決
着
を
迎
え
て
い
る
。
ま

た
、
嵩
山
房
の
大
ヒ
ッ
ト
商
品

『

唐
詩
選
画
本』

初
編
も

｢

天
明
八
年
初
版｣

と
謳
う
が
、
現
存
す
る
の
は
概
ね
文
化
二
年
再
刻
本
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
天
明
期
の
段
階
で
は
、
嵩
山
房
は

『

唐
詩
選
国
字
解』

以
外
に
ま
と
ま
っ
た

『

唐
詩
選』

注
釈
書
を
出
版
し
た
実
績

に
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
服
部
文
庫
に
は
南
郭
以
降
代
々
伝
わ
る
服
部
家
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
天
明
二

年
版
の

『

唐
詩
選
国
字
解』

が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

(

４)

。
服
部
文
庫
と
は
、
南
郭
九
世
の
孫
・
元
文
氏
が
早
稲
田
大
学
の
講
師
を

勤
め
た
縁
か
ら
、
服
部
家
に
代
々
伝
わ
る
蔵
書
や
書
簡
、
総
計
二
八
三
四
部
・
九
二
〇
二
冊
を
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
天
明
二

年
版

『

唐
詩
選
国
字
解』

を
閲
す
る
と
、
題
箋
に
は
破
れ
が
あ
る
も
の
の
通
行
本
と
同
様
の
も
の
が
第
一
冊
目
に
の
み
貼
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
後
に
補
装
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
次
に
刊
記
を
見
る
と
、｢

天
明
二
年
壬
寅
正
月

書
肆

江
戸
日
本
橋
南
貳
町
目
西
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側
角

小
林
新
兵
衛

梓｣

の
日
付
が
あ
り
、
お
お
い
に
初
版
の
可
能
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
版

框
は
通
行
本
と
等
し
く
高18�7��
×
寛14�2��
の
白
口
、
四
周
単
辺
、
半
葉
あ
た
り
十
一
行

で
あ
る
が
、
一
見
し
て
違
い
が
判
る
の
は
紙
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
普
段
見
か
け
る
通
行
本
は
半

紙
本

(

高22�3��
×
寛15�3��

)

で
あ
る
が
、
こ
の
天
明
二
年
版
は
そ
の
一
回
り
大
き
い
美

濃
本

(

高26�6��
×
寛18�0��

)

で
あ
る
。
ま
た
、
国
字
解
に
あ
た
る
双
行
注
が
通
行
本
よ

り
字
間
が
寛
く
、
余
裕
を
も
た
せ
て
お
り
非
常
に
読
み
や
す
い
。
そ
こ
で
必
然
的
に
天
明
本
の

ほ
う
が
丁
数
が
多
く
な
っ
て
い
る

(

下
表)

。
こ
れ
は
通
行
本
が
出
版
経
費
を
節
約
す
る
た
め

に
字
間
を
詰
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
当
然
な
が
ら
、
天
明
二
年
の
時
点
で
は
未

だ
家
督
を
継
い
で
い
な
い
小
林
高
英
に
よ
る
前
述
の
序
文
も
無
い
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
天
明
本
の
巻
七
に
あ
た
る
四
冊
目
の
第

一
葉
か
ら
第
五
葉
ま
で
に
亘
っ
て
焼
け
跡
が
見
ら
れ
、
第
六
葉
が
欠
落
し
て
お
り
、
恰
も
罹
災
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
か
の
ご
と
き
爪

痕
を
残
す
。
し
か
し
高
英
の
序
に
よ
れ
ば
、
焼
失
し
た
の
は
版
木
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
火
事
を
証
明
す
る
の
は
不
十
分
で
あ

る
。
確
か
に
紙
や
版
木
を
多
数
所
有
す
る
本
屋
に
と
っ
て
、
火
事
は
屋
台
骨
を
揺
る
が
す
大
事
に
違
い
な
い
。
天
明
二
年
か
ら
再
刻
の

寛
政
三
年
ま
で
に
発
生
し
た
火
事
に
つ
い
て
、
吉
原
健
一
郎

｢

江
戸
災
害
年
表

(

５)｣

に
よ
れ
ば
、
天
明
六
年
正
月
二
十
二
日
巳
半
刻
に
、

湯
島
で
出
火
し
た
火
事
が
日
本
橋
に
も
及
び
、
深
川
熊
井
町

(

現
在
の
江
東
区)

付
近
ま
で
大
規
模
に
延
焼
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
天
明
の
大
飢
饉
と
も
呼
ば
れ
た
天
明
三
年
の
異
常
気
象
の
時
に
は
、
寒
い
日
が
続
い
た
た
め
に
、
至
る
所
で
記
録
に
残
ら

な
い
よ
う
な
小
火

ぼ

や

が
頻
発
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
火
事
が
嵩
山
房
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
の
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
が
、
今
後
、
書
肆
の
出
版
活
動
と
火
事
の
相
関
関
係
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
服
部
文
庫
に
の
み
存
在
す
る
天
明
二
年
版

『

唐
詩
選
国
字
解』

を
、
果
た
し
て
初
版
と
認
め
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
検

証
す
る
。
天
明
本
の
国
字
解
の
表
記
を
通
行
本
と
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
僅
か
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
た
め
、

全
て
の
異
同
を
逐
一
報
告
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
点
を
中
心
に
校
勘
の
調
査
結
果
を
分
析
す
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
天
明
二
年
初
版

『

唐
詩
選
国
字
解』

に
つ
い
て

109

丁数比較表(単位：葉)

天明本 通行本
附言 8 6
巻一 10.5 8.5
巻二 37.5 28.5
巻三 27.5 22.5
巻四 27 21
巻五 35 28
巻六 18 15
巻七 39 37
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二
、
校
勘
調
査
報
告

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
入
門
書
と
し
て
、
訓
点
だ
け
で
な
く
処
々
に
ル
ビ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
天
明
本
と
通
行
本
を
比
較
す
る
と
、

天
明
本
の
方
が
よ
り
詳
細
に
ル
ビ
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
国
字
解
も
の
が
初
学
の
者
が
読
む
こ
と
を
想
定
し
た
書
で
あ
る
と
い
う
前

提
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
校
勘
に
あ
た
っ
て
注
視
し
た
の
が
双
行
で
書
か
れ
た
国
字
解
の
文
章
で
あ
る
。
本
章
に
お
け
る
校

勘
調
査
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
。

一
、
天
は
天
明
本
、
通
は
通
行
本

(

寛
政
三
年
版
、
文
化
十
一
年
版
、
明
治
十
五
年
版
の
半
紙
本)

を
示
す
。

一
、
底
本
に
則
し
て
出
来
る
限
り
忠
実
に
翻
字
す
る
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
句
読
点
や
濁
点
を
付
け
、
漢
字
表
記
に

改
め
た
。

一
、
漢
字
に
つ
い
て
は
俗
字
、
略
字
、
異
体
字
と
も
に
全
て
旧
漢
字
に
統
一
し
た

(

た
だ
し
現
今
の
パ
ソ
コ
ン
で
使
用
で
き
る
範

囲
に
と
ど
め
る)

。

一
、
通
行
本
の
底
本
に
は
主
に
寛
政
三
年
本
を
使
用
し

(

６)

、
適
宜
他
版
本
及
び
日
野
龍
夫
校
注

『

唐
詩
選
国
字
解』

(

日
野
校
注
本

と
略
称
す
る)

を
参
照
し
た
。

一
、[

]

で
示
し
た
詩
句
は
、
国
字
解
に
対
応
す
る
箇
所
を
示
す
。

一
、
校
勘
箇
所
を
強
調
す
る
た
め
適
宜
傍
点
を
附
し
た
。

先
ず
、
天
明
本
に
誤
り
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
行
本
が
改
訂
し
た
例
を
挙
げ
る
。

【
例
１
】
巻
一
、
魏
徴

｢

述
懷｣

詩

[

投
筆
事
戎
軒]

天
今
日
、
文
官
ヲ
ヤ
メ
テ
、
武
官
ト
ナ
ツ
テ
筆
ヲ
投
、
唯
軍
ト
云
義
。

中
国
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こ
の
ま
ま
で
は
何
が
軍

い
く
さ

と
い
う
意
味
で
あ
る
か
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
通
行
本
で
は

｢

戎
軒
ハ

、
、
、
唯
軍
ト
云
フ
義｣

と
補
う
。
そ

も
そ
も

｢

戎
軒｣

と
は
兵
車
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
戦
争
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
注
で
あ
る
。

｢

唯｣
と
副
詞
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
本
来
通
行
本
の
よ
う
に
補
う
べ
き
だ
っ
た
の
を
初
版
の
天
明
本
で
欠
落

し
て
し
ま
い
、
再
版
に
て
改
訂
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
で
も
っ
と
も
目
に
付
く
の
は
、
右
の
よ
う

な
文
字
の
異
同
よ
り
も
天
明
本
本
文
の

｢

投｣

字
が
版
匡
か
ら
突
き
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(

下
図)

。
こ
れ

は

｢

天｣
｢

帝｣
｢

主
上｣

字
な
ど
敬
意
を
示
す
語
に
よ
く
見
ら
れ
る
行
頭
へ
の
改
行
で
は
な
く
、
校
正
し
た
跡
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
天
明
本
全
体
を
通
じ
て
こ
う
し
た
い
び
つ
な
匡
郭
は
他
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

【
例
２
】
巻
二
、
駱
賓
王

｢
帝
京
篇｣

詩

[

黄
雀
〜
遂
種
瓜]

天
木、
ハ
火、
ヲ
以
テ
母
ト
ス
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
、
火
モ
木
モ
同
ジ�
デ
ア
ル
。

こ
れ
は
極
め
て
初
歩
的
な
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『

漢
書』

五
行
志
の

｢

成
帝
時
歌
謠
又
曰
、
邪
徑
敗
良
田
、
讒
口
亂
善
人
、
桂

樹
華
不
實
、
黄
爵�
其
顛

(

成
帝
の
時
、
歌
謡
に
又
曰
く
、
邪
径
は
良
田
を
敗や
ぶ

り
、
讒
口
は
善
人
を
乱
す
。
桂
樹
あ
り
て
華

実
ら
ず
、

黄
爵

其
の

顛
い
た
だ
き

に
巣
く
ふ
と)｣

を
意
識
し
て
い
る
。
黄
雀
は
王
莽
、
桂
樹
が
漢
の
御
世
を
表
し
、
漢

(

火)

か
ら
王
莽

(

土)

へ
の

易
姓
は
五
行
思
想
に
合
わ
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
し
か
し
五
行
説
の
相
生
で
は

｢

木
か
ら
火
が
生
じ
る

(

木
生
火)｣

た
め
、
通
行

本
に
て

｢

火、
ハ
木、
ヲ
以
テ｣

と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

【
例
３
】
巻
七
、
常
建

｢

三
日
尋
李
九
莊｣

詩

[

故
人
〜
溪
水
流]

天
此
漢
水
、
、
ニ
舟
ヲ
浮
カ
ベ
テ
ユ
ケ
バ
、
直
ニ
門
前
ニ
至
リ
着
テ
、
風
景
ヲ
見
レ
バ
モ
ノ
靜
カ
デ
、
武
陵
ノ
桃
源
ニ
來
タ
ヤ
ウ
ヂ
ャ
。

物
理
的
に
漢
水
か
ら
武
陵
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
。
通
行
本
で
は

｢

溪
水｣
に
改
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
地
理
の
暗
い
者
の
仕
業
と

い
う
よ
り
は
、｢

漢｣

と

｢

溪｣

の
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
単
純
な
誤
例
は
通
行
本
に
て
正
し
く
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
版
す
る
に
あ
た
っ
て
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
る
。
そ
の
形
跡
が
よ
り
明
確
に
判
る
天
明
本
の
書
き
入
れ
例
を
挙
げ
る
。

【
例
４
】
巻
三
、
楊
烱

｢

從
軍
行｣

詩

[

風
多
雜
鼓
聲]

天
夫千

長
、
萬
夫
長
ト
云
フ
ガ
ア
ル
ニ
付
テ
、
百
夫
ノ
長
ト
イ
ヘ
バ
、
ワ
ヅ
カ
ナ
小
頭
デ
ア
ル
。

【
例
５
】
巻
七
、
張�｢
雨
淋
鈴｣

詩

[

題
下
注]

天
鳴
ル
音
ガ
ヲ鈴

聲
ノ
如
ク
…
…
樂
人
ノ
張
ヲ徽

ト
云
フ
者
ガ
玄
宗
ニ
付
テ
居
テ
、
玄
宗
ノ
ソ
ノ
曲
ノ
調
子
ヲ�

ヘ
ラ
レ
テ
ア
ル
。

｢

千｣
｢

鈴｣

の
よ
う
に
傍
ら
に
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
箇
所
は
通
行
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
明
本
へ
の
書
き
込
み
例

は
む
し
ろ
少
な
い
方
で
、
も
し
校
訂
の
た
め
に
書
き
込
ま
れ
た
な
ら
ば
、
他
の
改
訂
箇
所
も
徹
底
し
て
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
通
行
本
に
よ
る
改
訂
箇
所
は
、
間
違
い
を
生
じ
て
い
る
天
明
本
と
比
較
し
な
け
れ
ば
気
づ
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

通
行
本
に
も
改
訂
作
業
の
跡
を
窺
わ
せ
る
箇
所
が
あ
る
。

【
例
６
】
巻
四
、
張
九
齡

｢

和
許
給
事
直
夜
簡
諸
公｣
詩

[

逸
興
乘
高
閣]

通
才
人
ノ

コ
ト
ユ
ヘ

興
ニ
乘
ジ
テ
高
閣
ニ
登
リ
、
詩
ヲ
作
テ
ヨ
コ
サ
レ
タ
ガ
、
今
禁
裡
ニ
寓
直
シ
テ
イ
ル
中
ニ
モ
、
ソ
コ
モ
ト
ニ
先
達
テ
飛

ブ
モ
ノ
ハ
ア
ル
マ
イ
。

こ
の
よ
う
に
通
行
本
で
は
双
行
注
の
中
の
文
章
を
更
に
詰
め
て

｢
才
人
ノ｣

と
い
う
言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
天
明
本
に

て
確
認
す
る
と

｢

□
ト
ユ
ヘ
興
ニ｣

と
脱
字
が
あ
り
、
な
お
且
つ
そ
の
箇
所
は
空
格
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
で
埋
木
を
す
る
の
を

忘
れ
た
の
だ
ろ
う
。
通
行
本
で
は
こ
の
空
白
を
詰
め
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、｢
才
人
ノ｣

を
挿
入
す
る
余
白
が
無
く
な
り
、
右
の
よ
う

に
双
行
で
書
き
入
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
天
明
本
で
は
正
し
く
表
記
さ
れ
て
い
た
が
通
行
本
で
誤
り
が
生
じ
た
例
、
つ
ま
り
再
版
上
の
転
記
ミ
ス
の
例
を
紹
介
す
る
。
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日
野
校
注
本
は
寛
政
三
年
本
を
底
本
と
す
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
誤
り
を
糾
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
天
明
本
と
通
行
本

の
注
を
並
記
し
て
比
較
す
る
。

【
例
７
】
巻
一
、
魏
徴

｢

述
懷｣

詩

[

還
驚
九
折
魂]

天
九
折
ハ
至
極
ノ
難
所
、
、
ヲ
云
。
旅
ノ
難
所
、
、
ヲ
通
ル
ニ
ハ
、
モ
フ
踏
ミ
外
シ
テ
落
チ
ハ
セ
マ
イ
カ
。

通
九
折
ハ
至
極
ノ
難
所
ヲ
通
ル
ニ
ハ
、
モ
フ
踏
ミ
外
シ
テ
落
チ
ハ
セ
マ
イ
カ
。

天
明
本
に
て

｢

難
所｣
と
い
う
言
葉
が
二
度
出
て
き
て
お
り
、
転
記
す
る
と
き
に
視
線
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
天
明
本

で
は
先
ず

｢

九
折｣

の
語
句
の
訓
詁
を
解
い
て
い
る
。
し
か
し
通
行
本
で
は
こ
の
二
つ
の
文
章
を
無
理
に
繋
げ
た
た
め
、
意
味
が
通
じ

な
く
な
っ
て
い
る
。
日
野
校
注
本
は
、｢

｢

九
折｣

は
、(

曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
の)

至
極
の
難
所
を
通
る
に
は
、
も
う
踏
み
は
づ
し

て
落
ち
は
せ
ま
い
か｣

と

(
)

を
補
っ
て
翻
字
す
る
が
、
こ
の
天
明
本
に
基
づ
い
て
本
来
の
文
章
が
明
ら
か
に
な
る
。

【
例
８
】
巻
一
、
魏
徴

｢

述
懷｣

詩

[

人
生
〜
誰
復
論]

天
上
二、
段
ニ、
時
ノ�
ヲ
云
ヒ
、
ソ
レ
カ
ラ
道
ス
ガ
ラ
ノ�
ヲ
云
ヒ
、
カ
ウ
シ
タ
難
義
ヲ
モ
構
ハ
ズ
、
何
ホ
ド
苦
勞
ナ�
ガ
有
ト

云
テ
モ
、
天
子
ノ
命
ガ
重
イ
ニ
ヨ
ツ
テ
行
ク
。

通
上
ニ、
段
、々
時
ノ�
ヲ
云
ヒ
、
ソ
レ
カ
ラ
道
ス
ガ
ラ
ノ�
ヲ
云
ヒ
、
カ
ウ
シ
タ
難
義
ヲ
モ
構
ワ
ズ
、
何
ホ
ド
苦
勞
ナ�
ガ
有
ト

云
テ
モ
、
天
子
ノ
命
ガ
重
イ
ニ
ヨ
ツ
テ
行
ク
。

【
例
９
】
巻
二
、
李
白

｢

烏
夜
啼｣

詩

[

黄
雲
〜
枝
上
啼]

天
終
日
方
ニ、
飛
ビ
歩
イ
タ
鳥
ガ
暮
方
ニ
城
ノ
林
ニ
寝
グ
ラ
求
メ
ト
マ
リ
テ
啼
ク
。

通
終
日
方
、々
飛
ビ
歩
イ
タ
鳥
ガ
暮
方
ニ
城
ノ
林
ニ
寝
グ
ラ
求
メ
ト
マ
リ
テ
啼
ク
。

天
明
本
は
漢
字
の
踊
り
字
を
表
記
す
る
場
合
、
多
く
は

｢

ゝ
ゝ｣

を
使
用
す
る
た
め

(

通
行
本
は

｢

々｣

を
多
用
す
る)

、
漢
数
字
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の
｢

二｣

も
し
く
は
片
仮
名
の

｢

ニ｣

と
混
同
し
や
す
い
例
で
あ
る
。
【
例
８
】
の
場
合
、
日
野
校
注
本
は
通
行
本
を
基
に
、｢

上
に

段
々

(

順
々
に)

時
の
事

(

政
治
情
勢
な
ど)

を
云
ひ｣

と
翻
字
す
る
が
、
正
し
く
は
、
上
二
段

｢

季
布
無
二
諾
、
侯�
重
一
言

(

季

布

二
諾
無
く
、
侯�
一
言
を
重
ん
ず)｣

に
時

(

歴
史
的
時
事)

の
こ
と
を
述
べ
て
結
二
句

｢

人
生
感
意
氣
、
巧
名
誰
復
論

(

人
生

意
気
に
感
じ
、
巧
名

復
た
誰
か
論
ぜ
ん)｣

へ
導
く
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
【
例
９
】
は
、
逆
に
通
行
本
が
片
仮
名

｢

ニ｣

を

｢

ゝ
ゝ｣

と
誤
認
し
て
い
る
。

【
例
10
】
巻
一
、
魏
徴

｢
述
懷｣

詩

[

侯�
重
一
言]

天
ナ
ル
ホ
ド
ヽ
一、
諾
シ
テ
承
ケ
合
申
テ
カ
ラ
ハ
、
一
言
ヲ
重
ジ
テ
身
易
リ
ニ
立
タ
如
ク
、
チ
ツ
ト
モ
引
ハ
致
サ
ヌ
。

通
ナ
ル
ホ
ド
ヽ
二、
諾
シ
テ
承
ケ
合
申
テ
カ
ラ
ハ
、
一
言
ヲ
重
ジ
テ
身
易
リ
ニ
立
タ
如
ク
、
チ
ツ
ト
モ
引
ハ
致
サ
ヌ
。

こ
れ
も
同
じ
く
漢
数
字
に
関
す
る
異
同
で
あ
る
が
、
こ
の
句
の
前
に

｢

季
布
無
二
諾｣

と
あ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
天
明
本
が
正
し

い
。
日
野
校
注
本
も
補
説
の
中
で

｢

国
字
解
の

｢

二
諾
し
て｣

は
、
意
味
を
な
さ
な
い
。｢

一
諾｣

し
て
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
誤
刻

で
あ
ろ
う｣

と
推
断
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
本
来
天
明
本
が

｢

一
諾｣

と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
例
11
】
巻
二
、
杜
甫

｢

韋
諷
録
事
宅
觀
曹
將
軍
畫
馬
圖
引｣

詩

[

君
不
見
〜
鳥
呼
風]

天
的
切、
ナ
故
デ
ア
ル
。

通
的
功、
ノ
故
デ
。

【
例
12
】
巻
二
、
衛
萬

｢

呉
宮
怨｣

詩

[

君
不
見
〜
見
江
水]

天
珠
簾
ヲ
不
捲
、
マ
ン
、
、
向
ニ
江
水
ヲ
見
下
ロ
ス
ヤ
ウ
ニ
立
テ
ア
ル
。

通
珠
簾
ヲ
不
捲
シ
テ
、
、
、
向
ニ
江
水
ヲ
見
下
ロ
ス
ヤ
ウ
ニ
立
テ
ア
ル
。

【
例
11
】
は

｢

切｣

と

｢

功｣

と
の
類
字
例
。
日
野
校
注
本
は

｢

的
功

(

ふ
さ
わ
し
い)｣

と
し
て
い
る
が
、｢

的
切

(

適
切)｣

が

�
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正
し
い
。
ま
た
【
例
12
】
も
特
に
意
味
が
変
わ
る
異
同
で
は
な
い
が
、
通
行
本
が

｢

マ
ン｣

を

｢�｣

と
誤
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
正

面
の
こ
と
を

｢

ま
ん
向
か
ひ｣

と
い
う
の
は
、
本
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

【
例
13
】
巻
一
、
李
白

｢

經
下��
橋
懷
張
子
房｣

詩

[

破
産
〜
博
浪
沙]

天
財
寶
ヲ
取
納
メ
テ
家
ヲ
ナ
シ
、
引
込
ム
心
、
、
モ
有
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
、
財
寶
ヲ
撒
キ
散
ラ
シ
テ
我
ガ
身
方
ニ
ナ
ル
者
ヲ
求
タ
。

通
財
寶
ヲ
取
納
メ
テ
家
ヲ
ナ
シ
、
引
込
怠、
モ
有
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
、
財
寶
ヲ
撒
キ
散
ラ
シ
テ
我
ガ
身
方
ニ
ナ
ル
者
ヲ
求
タ
。

こ
れ
は
通
行
本
が

｢

ム
心｣
を
一
字
と
見
誤
っ
た
例
で
あ
る
。
通
行
本
は
真
ん
中
に

｢

口｣

を
入
れ
て
明
ら
か
に

｢

怠｣

字
に
作
っ

て
い
る
。
こ
こ
は
韓
を
滅
ぼ
さ
れ
た
張
良
が
政
治
の
舞
台
か
ら
離
れ
て
隠
れ
住
む
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
日
野
校
注
本
は

｢

引
っ
込
み

怠
り
も｣

と
通
行
本
に
忠
実
に
翻
字
す
る
が
意
味
を
な
さ
な
い
。

【
例
14
】
巻
二
、
盧
照
鄰

｢

長
安
古
意｣
詩

[
碧
樹
〜
垂
鳳
翼]

天
都
ナ
レ
バ
ソ
レ�
種
々
、
、
ノ
物
好
キ
ガ
ア
ツ
テ
。

通
都
ナ
レ
バ
ソ
レ�
マ
タ
、
、
ノ
物
好
キ
ガ
ア
ツ
テ
。

こ
れ
は
単
な
る
転
記
ミ
ス
と
は
言
い
難
く
、
何
故
こ
の
よ
う
に
改
訂
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
更
に
日
野
校
注
本
は

｢

タ｣

を

｢

マ｣

の
誤
り
と
見
な
し
、｢

そ
れ
ぞ
れ
ま
ま

(

め
い
め
い
勝
手)

の
物
好
き
が
あ
っ
て｣

と
し
て
い
る
が
、
意
味
の
上
か
ら
も
天
明
本
が
適

当
で
あ
ろ
う
。

【
例
15
】
巻
五
、
王
維

｢

和
賈
至
舎
人
早
朝
大
明
宮
之
作｣

詩

[

朝
罷
〜
鳳
池
頭]

天
五
色
ト
云
モ
、
タ
ヾ
詔
ノ
コ
ト
ヲ
美
シ
ク
云
フ
タ
メ
デ
モ
ナ
イ

、
、
、
。
昔
ヨ
リ
ア
ル
ト
イ
フ
言
ヂ
ャ
。

通
五
色
ト
云
モ
、
タ
ヾ
詔
ノ
コ
ト
ヲ
美
シ
ク
云
フ
タ
メ
デ
、
昔
ヨ
リ
ア
ル
ト
云
フ
言
ヂ
ャ
。
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日
本
語
は
否
定
語
が
文
末
に
来
る
た
め
、
そ
れ
が
欠
落
す
る
と
意
味
が
正
反
対
に
な
る
。
こ
こ
で
は

｢

五
色
詔｣

に
つ
い
て
の
説
明

で
、
見
た
目
の
彩
り
で
は
な
く
、
後
趙
の
石
季
龍
が
五
色
の
紙
に
詔
を
書
い
て
鳳
に
銜
え
さ
せ
た
故
事
を
紹
介
し
て
い
る

(

７)

。

そ
も
そ
も

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
、
享
保
九
年

(

一
七
二
四)

の
南
郭
先
生
校
訂

『

唐
詩
選』

に
国
字

(

片
仮
名)

の
注
解
を
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
文
、
す
な
わ
ち
唐
詩
の
詩
句
に
異
同
は
ほ
ど
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
唯
一
の
例
外
を
挙
げ
る
。

【
例
16
】
巻
一
、
崔
署

｢

早
發
交
崖
山
還
太
室
作｣

詩

天

[

野、
火
出
枯
桑]
一
本
ニ
野、
ヲ
墅、
ニ
作
ル
。

通

[

墅、
火
出
枯
桑]
一
本
ニ
墅、
ヲ
野、
ニ
作
ル
。

こ
の
よ
う
に
天
明
本
の
本
文
は

｢
野｣

に
、
一
方
通
行
本
は

｢

墅｣

に
作
り
、
国
字
解
も
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
し
て
改
め
ら
れ
る
。
多
く

の

『

唐
詩
選』

類
本
が

｢

墅｣

に
作
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
改
訂
か
と
思
し
い
が
、
こ
の
一
文
字
に
よ
っ
て
詩
の
意
味
が
大
き
く
変

わ
る
よ
う
な
異
同
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
改
訂
し
た
意
図
は
斟
酌
し
難
い
。

以
下
四
例
は
、
表
現
内
容
が
大
幅
に
改
変
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

【
例
17
】

｢

唐
詩
選
國
字
解
序｣

[

作
者
〜
才
不
盡]

天
大
勢
ノ
内
デ
モ
諸
體
ヲ
兼
ネ
タ
モ
ノ
ガ
ナ
イ
。
ナ
ル
ホ
ド
一
體
ニ
ハ
優
レ
タ
レ
ド
モ
諸
體
ヲ
兼
ル
モ
ノ
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
ハ
、

天
ヨ
リ
人
ノ
才
ヲ
盡
シ
テ
諸
體
ヲ
作
ル
。
才
ヲ
一
人
ニ
ハ
與
ヘ
ヌ�
ヂ
ャ
。

通
大
勢
ノ
内
デ
モ
諸
體
ヲ
兼
ネ
テ
作
ル
モ
ノ
ガ
ナ
イ
。
ナ
ル
ホ
ド
一
體
ニ
ハ
達�
ヨ
ク
作
レ�
諸
體
ヲ
兼
ヌ
ル�
ノ
ナ
ラ
ヌ
ト

云
ハ
、
實
ニ
天
カ
ラ
悉
ク
一
人
ニ
ハ
與
ヘ
盡
ク
サ
ヌ
ト
云
モ
ノ
ヂ
ャ
。

【
例
18
】
巻
二
、
杜
甫

｢

韋
諷
録
事
宅
觀
曹
將
軍
畫
馬
圖
引｣

詩

[

内
府
〜
才
人
索]

天
殷
紅
色
ノ
瑪
瑙
盤
ヲ
褒
美
ニ
取
ラ
セ
イ
ト
ア
ツ
テ
、��
ノ
御
近
處
ム
キ
ノ
女
官
ニ
仰
付
ラ
レ
テ
、
ソ
レ
ヨ
リ
詔
ヲ
傳
ヘ
テ

才
人
ド
モ
ノ
預
カ
リ
役
人
ガ
ト
リ
ヨ
セ
テ
曹
將
軍
ニ
下
サ
ル
。
○
殷
紅
ト
云
フ
ハ
栗
色
ノ�
デ
ア
ル
。
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�

通
殷
紅
色
ノ
瑪
瑙
盤
ヲ
賜
ン
ト��
ト
云
女
官
ヘ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル
。
ソ
コ
デ��

カ
ラ
才
人
ト
云
女
官
ヘ
ソ
ノ
詔
ヲ
傳
テ
瑪
瑙

盤
ヲ
藏
ノ
内
ヨ
リ
索
出
シ
。

【
例
19
】
巻
七
、
李
白

｢

清
平
調
詞
其
二｣

詩

[

一
枝
〜
枉
斷
腸]

天
巫
山
ノ
神
女
ガ
雲
ト
ナ
リ
雨
ト
ナ
リ
テ
來
タ
ラ
ウ
ト
、
タ
ワ
イ
モ
ナ
イ�
ヲ
慕
ウ
タ
ト
云
モ
、
タ
ヾ
ニ
イ
タ
ヅ
ラ
ニ
斷
腸
シ
、

慕
フ
タ
ト
云
モ
ノ
ジ
ャ
。

通
巫
山
ノ
神
女
ガ
朝
ニ
ハ
雲
ト
ナ
リ
、
夕
ベ
ニ
ハ
雨
ト
ナ
リ
テ
來
ヨ
フ
ト
云
タ
ヲ
頼
ミ
ニ
シ
タ
ハ
、
枉
ニ
斷
腸
シ
、
慕
フ
タ
ト

云
モ
ノ
ヂ
ャ
。

【
例
20
】
巻
七
、
王
昌
齡

｢
青
樓
曲｣

詩

[

題
下
注]

天
少
年
行
ノ
羽
林
ナ
ド
ノ
衆
中
ガ
遊
ビ
ニ
ユ
ク
處
ヂ
ャ
。

通
青
樓
ハ
傾
城
屋
ノ�
デ
、
羽
林
ノ
官
ノ
少
年
ナ
ド
ノ
遊
ビ
ニ
ユ
ク
ヤ
ウ
ス
ヲ
云
。

特
に
天
明
本
の
ま
ま
で
も
大
き
な
誤
り
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
通
行
本
で
違
う
文
章
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た

い
の
は
、
こ
う
し
た
異
同
は
南
郭
の
講
義
録
を
意
図
的
に
改
変
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
の
三
例
は
題
下
注
が
通
行
本
に
な
っ
て
そ
っ
く
り
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
例
21
】
巻
七
、
岑
參

｢

赴
北
庭
度
隴
思
家｣

詩

[

題
下
注]

天
隴
山
ヲ
越
ル
ニ
ツ
イ
テ
故
郷
ヲ
思
フ
。

【
例
22
】
巻
七
、
岑
參

｢

山
房
春
事｣

詩

[

題
下
注]

天
梁
園
ノ
舊
跡
ナ
リ
。

【
例
23
】
巻
七
、
杜
甫

｢

奉
和
嚴
武
軍
城
早
秋｣

[

題
下
注]

天
子
美
モ
嚴
武
ガ
手
下
ユ
ヘ
邉
塞
ノ
守
リ
ニ
行
キ
テ
イ
ル
ナ
リ
。
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そ
も
そ
も
題
下
注
は
一
言
で
詩
を
論
評
し
た
も
の
で
あ
り
、
注
釈
者
の
唐
詩
観
が
一
目
で
判
る
箇
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し

た
題
下
注
の
異
同
は
【
例
20
】
も
含
め
て
、
巻
七
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
寛
政
三
年
に

『

唐
詩
選
国
字
解』

の
改
訂
を
行
っ
た
の
は
誰
か
。
通
行
本
の
書
誌
情
報
に
は
改
訂
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
無
論
南
郭
の
筈
は
な
く
、
弟
子
の
林
元
圭
も
原
稿
を
嵩
山
房
に
預
け
た
後
は
北
越
へ
帰
郷
し
て
い
る
。
最
後
に
挙
げ
る
例
は
、

改
訂
に
小
林
高
英
の
関
与
が
垣
間
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

【
例
24
】
巻
七
、
歐
陽�

｢

題
延
平
劍
潭｣

詩

[

題
下
注]

天
訓
解
ニ
詳
シ
。

通
訓
解
、
又
ハ
箋
注

、
、
、
、
、
掌
故
等

、
、
、
ニ
詳
シ
。

天
明
本
は
こ
の
詩
の
参
考
と
し
て

『
唐
詩
訓
解』

の
み
を
挙
げ
る

(

８)

。
通
行
本
に
追
加
さ
れ
た
戸
崎
淡
園

『

箋
註
唐
詩
選』

(

天
明
二
年

刊)

、
千
葉
芸
閣

『

唐
詩
選
掌
故』

(

明
和
元
年
刊)

は
と
も
に
南
郭
没
後
に
嵩
山
房
か
ら
出
版
さ
れ
た

『

唐
詩
選』

注
釈
書
で
あ
り
、
日

野
氏
も

｢

少
な
く
と
も
こ
の
二
点
の
書
名
は
後
人
の
追
加
し
た
も
の
で
あ
る｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
卓
見
で
あ
る
。
こ
の
二
書
が

追
加
さ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
に
、『

唐
詩
選
国
字
解』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、｢『

訓
解』

ノ
註
ハ
悪
イ｣

(

高
適

｢

醉
後
贈
張
九
旭｣

詩
注)

、｢

コ
レ
ヨ
リ
以
下
、『

訓
解』

ノ
註
ガ
ヨ
ク
ナ
イ｣

(

遜
逖

｢

和
左
司
張
員
外
自
洛
使
入
京
中
路
先
赴
長
安
逢
立
春
日
贈
韋
侍
御

及
諸
公｣

詩
注)

の
よ
う
に
一
貫
し
て

『

唐
詩
訓
解』

を
批
判
的
に
扱
う
。『

唐
詩
訓
解』

を
翻
刻
し
た
の
は
、
当
時
嵩
山
房
と

『

唐

詩
選』

注
釈
書
の
版
権
を
求
め
て
係
争
中
で
あ
っ
た
京
都
の
文
林
軒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
版
元
と
し
て
も
こ
こ
で
相
手
方
の

『

唐
詩
訓

解』

を
薦
め
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
嵩
山
房
に
よ
る
既
刊
の
唐
詩
選
注
釈
書
を
追
加
し
た
の
は
、
経
営
企
画
者
と
し
て
の

資
質
に
優
れ
て
い
た
小
林
新
兵
衛
高
英
な
ら
で
は
の
増
補
で
あ
る

(

９)

。
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三
、
結
語
―
果
た
し
て

『

唐
詩
選
国
字
解』

は
南
郭
に
よ
る
も
の
か
―

以
上
、
天
明
二
年
刊

『

唐
詩
選
国
字
解』

と
通
行
本
と
の
間
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
中
に
は
重
箱
の
隅
を
つ
つ

く
よ
う
な
些
細
な
異
同
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
本
調
査
に
よ
っ
て
、
通
行
本
で
は
意
味
が
通
り
に
く
か
っ
た
た
め
に
不
自
然
な
解
釈
に

な
る
箇
所
が
、
再
版
上
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
さ
て
、
筆
者
は
調
査
の
上
で
初
め
て
天
明
本
を
閲
覧
し
た
際
、
こ
の
書
が

果
た
し
て
本
当
に
初
版
で
あ
る
か
の
確
証
を
得
な
か
っ
た
。
先
ず
、
半
紙
本
で
あ
る
通
行
本
と
大
き
さ
が
明
ら
か
に
異
な
り
、
且
つ
紙

自
体
も
通
行
本
よ
り
厚
手
の
上
質
紙
が
用
い
ら
れ
、
刷
り
も
極
め
て
精
美
で
あ
っ
た
。
元
来
、
印
刷
技
術
は
時
代
が
降
る
ほ
ど
向
上
し

て
い
く
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
調
査
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
転
写
の
際
の
誤
り
よ
り
も
改
訂
の
成
果
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
思
う

に
、
こ
の
天
明
本
は
販
売
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
先
ず
見
本
と
し
て
服
部
家
に
寄
贈
さ
れ
た
初
刷
り
の
特
装
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
さ

す
れ
ば
、
服
部
家
に
こ
の
天
明
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
南
郭
が

『

唐
詩
選』

を
用
い
た
講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
し

か
し
、
日
野
氏
の
述
べ
る
通
り
、
南
郭
は
講
義
の
中
で
と
り
上
げ
な
か
っ
た
詩
や
と
り
上
げ
て
も
一
首
全
体
に
亘
る
詳
し
い
講
釈
を
し

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
む
し
ろ
講
義
と
し
て
と
り
上
げ
た
詩
の
方
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
明
本
と
通
行
本
の
編

著
者
名
を
比
較
す
る
と
、
天
明
本
で
は

｢

濟
南

李
攀
龍

編
選
／
皇
和

南
郭
先
生

辯
／
門
人

林
元
圭

閲、｣

と
な
っ
て
い
る
が
、
通

行
本
で
は

｢

林
元
圭

録、｣

と
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
一
字
の
相
違
で
あ
る
が
、
本
の
成
立
を
考
え
る
と
こ
の
違
い
は
極
め
て
大
き
い
。

｢

閲｣

の
場
合
、
嵩
山
房
で
作
成
さ
れ
た

『

唐
詩
選
国
字
解』
に
林
元
圭
が
監
修
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

｢

録｣

の
場
合

は
、
林
元
圭
は
北
越
に
帰
っ
た
た
め
、
彼
が
記
録
し
た
南
郭
の
講
義
録
そ
の
ま
ま
に
嵩
山
房
が
出
版
し
た
と
と
れ
る
。
今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
、
再
版
で
あ
る
通
行
本
に
は
誤
り
へ
の
改
訂
の
ほ
か
に
、
若
干
の
表
現
の
変
更
も
見
ら
れ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
先
生
の
御
高
説

を
拝
聴
し
た
講
義
録
に
門
弟
が
軽
々
に
加
筆
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、【
例
24
】
に
見
ら
れ
る
嵩
山
房
刊

『

唐
詩
選』

注
釈
書
の
広

告
の
加
筆
は
、
い
か
に
も
高
英
ら
し
い
発
案
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
敢
え
て

｢

録｣

字
に
改
め
る
こ
と
で
、
嵩
山
房
が�
園
学
派
の

権
威
に
与
し
よ
う
と
企
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
嵩
山
房
は
、
服
部
南
郭
に
よ
る

『
唐
詩
選』

注
釈
書
と
い
う
仰
々
し
い
触
れ
込
み
で
本

書
を
売
り
出
す
た
め
に
、
名
前
の
使
用
料
と
し
て
こ
の
天
明
本
を
服
部
家
に
寄
贈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(�)
。
幸
い
な
こ
と
に
、
享
保
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以
降
、
無
注
本
で
あ
る
南
郭
校
訂

『

唐
詩
選』

は
依
然
よ
く
売
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
ほ
ん
の
一
部
分
に
せ
よ
南
郭
が

『

唐
詩
選』

を

講
義
に
用
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
服
部
南
郭
の

｢

附
言｣

と
荻
生
徂
徠
の

｢

跋｣

は
実
際
に
そ
の
原
稿
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
二
カ
所
に
は
天
明
本
と
通
行
本
の
間
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
こ
こ
で
、
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。『

唐
詩
選
国
字
解』

に
先
ん
じ
て
出
版
さ
れ
た
同
形
態
の

『

唐
詩
選』

注
釈
書
、
す
な
わ
ち

『

唐
詩
国
字
辯』

及
び

『

唐
詩
選
諺
解』

に
注
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
両
書
に
は
注
釈
者
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
注
の
内
容
も

『

唐
詩
選
国
字
解』

と
酷
似
し
て
お
り
、
刊
行
時
期
も
明
和
年
間
と
南
郭
の
没
年
に
よ
り
近
い
た
め
、

こ
れ
ら
も
南
郭
の
注
と
思
わ
れ
て
き
た
ふ
し
が
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
こ
の
注
釈
者
を
宇
野
東
山
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
寛
政

二
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
宇
野
東
山
に
よ
る

『

唐
詩
選
辨
蒙』

の
李
白

｢

子
夜
呉
歌｣

詩
の
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

予

『

諺
解』

ヲ
作
リ
タ
ル
ハ
弱
年
ノ
時
ニ
テ
、
誤
テ
片
方
ノ�
ト
セ
リ
。
一
片
ハ
只
ヒ
ラ�
ト
シ
タ
ル
月
ヲ
云
。

こ
の

｢

長
安
一
片
月｣

句
を
一
方
を
照
ら
す
月
影
と
解
し
た
の
が
ま
さ
し
く

『

唐
詩
国
字
辯』

と

『

唐
詩
選
諺
解』

で
あ
る

(�)

。『

唐

詩
国
字
辯』

巻
一
、
二
が
完
成
し
た
の
は
『

唐
詩
選
辨
蒙』

を
遡
る
こ
と
二
十
五
年
前
の
明
和
三
年

(

一
七
六
六)

、
宇
野
東
山
三
十
七

歳
の
時
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
京
都
の
文
林
軒
な
ど
、
嵩
山
房
以
外
の
書
肆
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
南
郭
没
後
と

い
え
ど
も
彼
の
名
を
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
南
郭
の
名
を
名
乗
る
こ
と
が
出
来
た
唯
一
の
書
肆
が
嵩
山
房

で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
他
の
注
釈
書
が

『

唐
詩
選
国
字
解』

に
似
て
い
る
の
で
は
な
く
、『

唐
詩
選
国
字
解』

が
他
の
注
釈
書
に
似

て
い
る
の
で
あ
る
。注

(

１)

村
上
哲
見

『

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
33

漢
詩
と
日
本
人』

(

講
談
社

一
九
九
四
年)

所
収

｢『

唐
詩
選
国
字
解』

の
謎｣

の
項
を
参
照
。

こ
こ
で
村
上
氏
は
、
先
に
嵩
山
房
が
宇
野
東
山
の

『

唐
詩
選
解』

を
発
行
し
た
が
、
版
木
を
焼
失
し
た
た
め
南
郭
の
講
義
と
し
て

『

唐
詩

選
国
字
解』

を
売
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
て
い
る
。

(

２)

文
化
十
一
年
再
板
本
は
尾
張
の
永
楽
屋
東
四
郎
が
版
木
を
借
り
て
出
版
し
て
い
る
。
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(

３)

日
野
龍
夫
校
注

『

東
洋
文
庫
405
〜
407

唐
詩
選
国
字
解
１
〜
３』

(

平
凡
社

一
九
八
二
年)

の
解
説
を
参
照
。

(
４)

『

服
部
文
庫
目
録』

(

早
稲
田
大
学
図
書
館

一
九
八
四
年)

に
、
初
代
・
元
喬

(

南
郭)

の
著
述
と
し
て
、｢

唐
詩
選
国
字
解
７
巻

服

部
元
喬
撰

天
明
２
年
１
月

４
冊

和
大｣

と
あ
る
。
同
目
録
に
は
南
郭
以
降
の
略
系
譜
も
附
さ
れ
て
い
る
。

(

５)
『

江
戸
町
人
の
研
究』

第
五
巻

(

吉
川
弘
文
館

一
九
七
八
年)

所
収
。

(

６)

寛
政
三
年
本
も
早
稲
田
大
学
図
書
館
服
部
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(

７)
『

晋
書』
石
季
龍
載
記
に

｢

季
龍
常
以
女
騎
一
千
爲
鹵
簿
、
皆
著
紫
綸
巾
・
熟
錦
袴
・
金
銀
鏤
帶
・
五
文
織
成
游
于
戲
馬
觀
。
觀
上
安

詔
書
五
色
紙
、
在
木
鳳
之
口
、
鹿
盧
迴
轉
、
状
若
飛
翔
焉｣

と
あ
る
。

(

８)
『

唐
詩
訓
解』

に
よ
る
該
詩
の
題
下
注
は
以
下
の
通
り
。｢

在�
延
平
府
南
平
縣
、
城
東
建
寧
・
邵
武
二
水
合
流
之
所
。
晉
雷
煥
得
一
劍

於
豐
城
、
以
一
與
張
華
、
留
一
自
佩
。
華
死
失
其
劍
之
所
在
。
其
後
、
煥
子
佩
劍
渡
延
平
津
、
劍
忽
于
腰
間
躍
出
墮
水
。
但
見
兩
龍
各
長

數
丈
。
因
名
劍
津
、
亦
名
劍
潭
。｣

(

９)

拙
稿

｢

江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る

『

唐
詩
訓
解』

排
斥｣

(『

中
国
文
学
論
集』

第
三
十
六
号

二
〇
〇
七
年)

参
照
。

(

10)

ち
な
み
に

『

唐
詩
選
画
本』

続
・
三
・
四
編
に
は

『

唐
詩
選
国
字
解』

の
注
が
そ
の
ま
ま
添
え
ら
れ
て
い
る

(

初
編
は
橘
石
峯
、
五
〜

七
編
は
高
井
蘭
山
が
独
自
に
担
当
す
る)

。

(

11)
『

唐
詩
国
字
辯』

と

『

唐
詩
選
諺
解』

の
注
は
全
く
の
同
内
容
で
あ
り
、
該
当
詩
句
の
注
に

｢

一
片
ハ
片
方
ノ�
。
一
片
ノ
月
ト
イ
ヘ

バ
、
夜
フ
ケ
ガ
タ
ノ
月
ニ
ナ
ル
。
野
ハ
ラ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ラ
バ
一
面
ニ
テ
ラ
セ�
、
長
安
ハ
家
居
ガ
ツ
ヾ
イ
テ
ア
ル
ユ
ヘ
、
一
方
ハ
テ
ラ
シ
テ
、

一
方
ハ
テ
ラ
サ
ヌ｣

と
あ
る
。
た
だ
し
、
久
留
米
大
学
の
大
庭
卓
也
氏
の
所
蔵
す
る

『

唐
詩
選
辨
蒙』

(

嘉
永
五
年
十
一
月
、
大
阪
書
肆
・

萩
原
菊
治
郎
求
板
本)

の
書
扉
に
は

｢

東
山
先
生

辨
蒙
／
唐
詩
選
國
字
解

、
、
、
、
、
、
／
攝
都
書
房

靖
共
閣

梓｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

｢

国
字
解｣

や

｢

諺
解｣

と
い
う
言
葉
は
、『

唐
詩
選』

に
限
ら
ず
、
漢
籍
あ
る
い
は
唐
詩
作
成
の
入
門
書
を
総
称
し
、｢

諺
解
＝
唐
詩
選

諺
解｣

の
判
断
に
は
慎
重
を
要
す
る
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
天
明
二
年
初
版

『

唐
詩
選
国
字
解』

に
つ
い
て
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